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【にぎわい】グループインタビュー

関係団体 なぜそう思うのか？

そのようなまちにす
るためには、だれが
何をどのようにした
らよいか？

なぜそう思うのか？

そのようなまちにす
るためには、だれが
何をどのようにした
らよいか？

なぜそう思うのか？

そのようなまちにす
るためには、だれが
何をどのようにした
らよいか？

なぜそう思うのか？

そのようなまちにす
るためには、だれが
何をどのようにした
らよいか？

なぜそう思うのか？

そのようなまちにす
るためには、だれが
何をどのようにした
らよいか？

西諸地区森林組合

宮崎県農業協同組合
こばやし地区本部

小林市和牛部
連絡協議会

こばやし地区本部
肥育牛部会

こばやし地区酪農部会

小林市養豚部
連絡協議会

小林市養鶏部
連絡協議会

小林商工会議所

すき商工会

野尻町商工会

小林まちづくり
株式会社

北きりしま田舎物語
推進協議会

株式会社
BRIDGE the gap

小林市地域おこし協力隊

基本施策
「（子どもや高齢者、観光客など）人が
集まっていてにぎわいがある」まちだと
思うか？

（水や食べ物、景観など）豊かな地域資
源が活用されている」まちだと思うか？

「（経済的や文化的、生活環境など）暮
らしが豊かである」まちだと思うか？

「（働く場所や働くことなど）働きがい
がある」まちだと思うか？

「今後も小林市に住み続けたい」まちだ
と思うか？

（１）農林水産業を振興します

（２）畜産業を振興します

（３）商工業を振興します

（４）観光産業を振興します

（５）戦略的なプロモーションを
推進します

・地域の過疎化が進
んでおり、若者の誘
致が課題だと感じ
る。
・直売所はにぎわい
に貢献していると感
じる。

・市役所が、空き家
や地域資源を活用し
た若者の誘致策をと
るべき。
・生産者の高齢化も
進んでいるので、若
者の誘致を頑張って
ほしい。

・改善の余地あり。
和牛などの特産物の
ＰＲが不足している
と感じる。
・水や景観は素晴ら
しいが、管理する人
たちの高齢化を危惧
している。

・チーズやヨーグル
トなどの加工食品を
もっと作っていきた
い。県には和牛の宣
伝も力を入れてほし
い。
・自分たちも含め、
県や市などの行政も
農林水産業の後継者
支援に力を入れてほ
しい。

・市には畜産業にい
そしむ人が多いの
で、まず畜産業が潤
えば豊かなまちにつ
ながると思う。
・隣の都城市と比較
すると、ふるさと納
税のＰＲや移住支援
制度が不足している
と思う。

・ふるさと納税のＰ
Ｒや地域資源（畜産
物や農産物など）の
広報活動の充実
・小林市で畜産関係
のフェスをやってみ
たらどうか。

・養鶏に関しては、
後継者が増えてきて
いることはよいこと
だと思っている。市
全体としては働き場
所を充実させるべき
だと考える。
・林業は後継者不
足。収入が確保され
ていないのが原因だ
と考える。

・ふるさと納税の透
明度向上と地域活性
化への寄与
・林業の収入を確保
するため、行政に補
助金の支給を望む。
・若い人が新しく農
業や畜産業を始める
には、機械の導入に
高額の費用がかかる
ため、補助が出れば
解決に向かうと考え
る。

・物価が安く、食べ
物もおいしいため、
住みやすいし住み続
けたいと思うが、改
善の余地はあると思
う。

・市役所にはもっと
情報発信をしてもら
いたい。
・宿泊施設や観光イ
ンフラをもっと充実
させてほしい。

・季節的な観光地が
多く、にぎわいは限
定的だと思う。
・祭りなどが盛んで
にぎわっていると思
うが、どこで情報を
得たらよいのか分か
らない。

・イベントを行った
り強みを発信するな
ど、行政と一緒に
なって既存の施設の
集客力を強化してい
くべき。
・新しい飲食店を増
やすには、興味ある
人がチャレンジでき
るような施策があれ
ばいい。
・主催者、行政がＳ
ＮＳを取り入れた情
報発信を行えば、若
者がもっと小林市を
訪れると思う。

・きれいな星空や美
味しい食べ物もたく
さんあり、地域資源
を活用できていると
思う。
・特産品がせっかく
あるのに、地元の人
たちはその魅力をあ
まり理解できていな
いように感じる。
・質の高い特産品を
売っているが、所得
につながっていな
い。

・市外の人だけでな
く、まず市民が小林
市のよさ（空の綺麗
さなど）を知り、誇
りをもてるようにし
ていくべき。
・売り方に構造的な
問題があると思う。
観光産業に一次産業
を活用していっては
どうか（果物狩りの
ような「体験」と組
み合わせると特産品
も高く売れるかもし
れない）。

・観光地や特産物は
あるが、宿泊施設が
ないため観光客が
やってこない。
・Ｕターンや移住者
の家賃が高く、定着
しづらい。
・田舎暮らしと都会
の便利さが両立でき
ていると感じてい
る。移住する際、物
件の選択肢が少な
かった。

・Ｕターンや移住者
への家賃補助があれ
ばいいと思う。
・移住者にはいろい
ろな物件の選択肢を
用意してもらいた
い。

・仕事を探す人に
とって、企業の特色
が分かるような求人
情報がない。また、
企業が公表していな
い求人情報もある。

・行政には地場企業
を支援してもらいた
い。労働者がモチ
ベーションを高めら
れるような施策を
行ってほしい。
・事業者が若干費用
負担しつつも、商工
支援団体や行政に
よって潜在的な求人
情報と求職者をつな
げられるようなサー
ビスがあったらよい
と思う。

・住みやすいと思う
が、まちが今後廃れ
ていくかもしれない
ので不安である。
・今後も住み続けた
いと思うが、交通の
便などを考えると10
年後は不安である。
・若者が将来のビ
ジョンを描けるよう
な活動をしていきた
いため、住み続けた
い。
・縁や恩を大切にし
たいため、個人的に
は住み続けたいが、
子どもが市外に出た
いと言うようになっ
たら分からない。

・まち全体（企業や
行政）で、まちを元
気にしていきたい。
・公共交通機関で病
院やスーパーに行け
るようなコンパクト
シティを目指したま
ちづくりをしてもら
いたい。
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【いきいき】グループインタビュー

関係団体
なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

小林市民生委員・
児童委員協議会

小林市
友愛クラブ連合会

宮崎県立
小林秀峰高等学校

小林市健康推進員

小林市食生活改善
推進協議会

小林市こころの健康
サポーター

小林保育会

小林市
母子保健推進員

子育て支援センター
「おひさま」

地域医療を考える会

基本施策

「（地域のつながりや交流、祭
り・イベントなど）出会い、ふ
れあい、支え合いがある」まち
だと思うか？

「（心身のゆとりや病気の予
防、生きる目標など）健康・い
きがいがある」まちだと思う
か？

「（高齢者の社会参加や生きが
い、地域での交流など）高齢者
が元気でいられる」まちだと思
うか？

「（障がい者の自立や暮らしな
ど）障がい者が夢や目標を持て
る」まちだと思うか？

「（子育て環境について）子育
てがしやすい」まちだと思う
か？

「（子どもから高齢者まで）あ
んしんして医療が受けられる」
まちだと思うか？

「今後も小林市に住み続けた
い」まちだと思うか？

（１）市民福祉の充実を図ります

（２）高齢者を支援します

（３）健康づくりを支援します

（４）子ども・子育てを支援しま
す

（５）地域医療の体制の確保に取
り組みます

・地域のつなが
りを保っている
と思う。祭りな
どから交流が生
まれている。
・福祉科の生徒
はボランティア
活動や介護実習
を通して、地域
とのつながりを
得ている。

・高齢者が外出
するようなイベ
ントがあった
ら、もっとよい
と思う。ふれあ
いの場を増やし
てほしい。
・社会福祉協議
会との連携をよ
り強化して、高
齢者と学生の関
わりをより増や
したい。

・市が運動会や
ウオーキング活
動を主催してお
り、ある程度は
できていると思
う。

・ウオーキング
活動などは100
人規模で参加が
あるため、今後
も続けていって
ほしい。

・ペタンクなど
誰でも参加でき
るスポーツを通
して、高齢者と
高校生の交流が
ある。

・このような取
組を今後も続け
ていってほし
い。

・障がい者との
接点がない。
・家族に障がい
者がいるため、
福祉の大切さを
感じている。

・投票所のバリ
アフリーが進ん
でいないため、
整備をしてほし
い。

－ －

・小児科と産婦
人科が足りな
い。休日、夜間
診療も充実して
いない。

・医者、スタッ
フ数を増やして
ほしい。

・自然が豊か
で、地域の輪が
あるため、住み
続けたいと思う
が、若い人が働
く場が少ないこ
とは問題だと思
う。

・医療体制、教
育、雇用の場を
もっと充実させ
てほしい。

・青年団活動や
人口が急激に減
少するなど特に
若い人とのつな
がりがなくなっ
てきていると思
う。
・お茶飲みサロ
ンなども開催さ
れていて、自分
の地域では交流
が盛んだと思
う。

・市を盛り上げ
るために、地域
で信頼されるよ
うな人を発掘し
てリーダーとし
て引っ張っても
らいたい。

・世代ごとにそ
れぞれの生きが
いがあり、特に
健康に関しての
生きがいは強い
と思うが、孤立
を避けるために
は、現状の低い
自治会加入率は
課題だと思う。
・子育て世帯に
は住みよいまち
ではない。

・若い人たちの
自治会への参加
率が低い。自治
会に入るメリッ
トの啓発や互助
の大切さの啓発
などの活動が必
要だと思う。
・産婦人科や保
育所を市内に
もっと設けてほ
しい。

－ － － －

・子どもの入院
施設や遊ぶ場所
がないため、子
育てしにくいま
ちだと思う。
・産婦人科の医
師がいないこと
が一番の課題だ
と思う。

・地域の輪に入
やすい母子ケア
センターなどの
施設を作ってほ
しい。
・産婦人科の医
師に来てもらう
ために、正常児
の赤ちゃんだけ
でも診てもらう
というような条
件で探してみて
はどうか。

・医療体制に不
安があるため、
安心して暮らせ
るかは疑問であ
る。

・小児救急につ
いて、住民が勉
強できるような
機会を市がつ
くってくれたら
よいと思う。

・人口減少など
の課題はある
が、小林市が好
きなため住み続
けたいと思って
いる。
・交通の便など
を考えると、高
齢者が住むには
難しいと思って
いる。人にすす
めるのは難し
い。
・健康なうちは
住み続けたい。

・外から若者に
来てもらうため
に、農業ができ
る場所など働く
場所の整備をし
てほしい。ま
た、テレワーク
に対応できる空
き家活用なども
進めてほしい。
・ゴミ出し方法
も複雑で、転入
者には難しい。
リサイクルの理
解をもっと深め
てもらうため
に、市には啓発
活動に力を入れ
てもらいたい。
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【まなび】グループインタビュー

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

小林市立小林中学校
生徒会役員

小林市文化連盟

小林市小・中学校
｢読みきかせ｣連絡協議会

小林市ガイド
ボランティア協会

小林市スポーツ
推進委員協議会

小林市スポーツ協会

小林市スポーツ少年団

「（世代に関係なく）みんなが
いつまでも学べる」まちだと思
うか？

「（地域や学校で）市民総がか
りの教育が行われている」まち
だと思うか？

「（地域や学校で）だれでもい
つでも学べる・学ばせる場が
整っている」まちだと思うか？

「（歴史や伝統、新たな分野な
ど）身近に文化・芸術を感じら
れる」まちだと思うか？

「（部活から社会人、シニアま
で）いつまでもスポーツができ
る」まちだと思うか？

「（地域や学校で）食について
学べる」まちだと思うか？

「今後も小林市に住み続けた
い」まちだと思うか？

（１）学校教育を充実します

（２）生涯学習を推進し、文化・
芸術を振興します

（３）スポーツ・体づくりを推進
します

基本
施策

関係団体

・図書館など学
べる施設がいく
つかある。
・学べる施設は
学生のたまり場
になってしまっ
ていて、集中し
づらい。
・学生には学ぶ
場所があるが、
大人には学ぶ場
所がないため、
「世代に関係な
く」学べていな
いと思う。

・高齢者や足の
不自由な人が通
いやすいよう
に、学べる施設
をもっと分散し
てほしい。
・学生が遊ぶ場
所と学ぶ場所、
お年寄りが学び
やすい場所を現
状の施設で明確
に区別してほし
い。
・大人が学べる
場所もあったら
よいと思う。

－ －

・中学１年生は
農業体験・職場
体験などがあ
り、学べる場は
整っていると思
う。
・大人が弓道や
ダンスなどの習
い事をしている
のをよく見かけ
るため、小林市
は誰でも学べる
場が整っている
と思う。

・高校生や大人
も農業体験など
に参加できたら
いいと思う。
・家族に認知症
などの病気を抱
える方がいた場
合の接し方など
を前もって学べ
るような場をつ
くってほしい。

－ － － －

・これまで小林
市の特産物につ
いて気軽に学べ
る機会はなかっ
た。
・あまり学ぶ機
会はないと思う
が、農業体験で
は小林市の食に
ついて関心があ
る人は多かっ
た。

・関心がない人
も小林市の
「食」について
学べる機会をつ
くってほしい。
・「みんなで小
林市の食につい
て学ぼう」をコ
ンセプトとした
会があったら、
友達と参加した
いと思う。小林
市に古くから住
んでいる人に教
えてもらいた
い。
・食べながら学
ぶ機会があれば
よいと思う。学
校の給食の献立
で取り上げた
り、お昼の学校
放送で紹介する
とよいと思う。

・自然もきれい
で水もおいしい
ため、よいまち
だと思うが、買
い物する場所が
少なく、あまり
住み続けたいと
思わない。
・遊ぶ場所はあ
まりないが、大
人になったとき
を考えると住み
続けたいと思
う。
・就きたい職業
があまりない。
収入面も考える
と都会の方がよ
いと思う。

・近所にスー
パーなどができ
たら、住み続け
てもよい。
・就職先の選択
肢は多い方がよ
い。
・将来の夢をか
なえるために勉
強できる高校
や、その先に働
ける場所が小林
市にはない。

・学校教育と社
会教育の連携が
とれていない。
・小林市の歴史
などについて、
大人になっても
学べる機会があ
るため、いつま
でも学べるまち
だと思う。

・教育委員会を
はじめとする各
団体が主となっ
て、大人がもっ
と学校と交流す
ることが大切だ
と思う。

・地元の歴史や
伝統的な文化を
よく知らない人
が多い。

・歴史や伝統を
保存する施設は
あるにはある
が、宣伝が足り
ないと感じる。

・以前と比べ
て、学校で地域
の人が行事に参
加する機会が
減った。

・いくつかの小
学校では郷土芸
能を学ぶ機会が
あるため、市全
体に展開してい
くこともできる
かもしれない。

・担い手の高齢
化と後継者の不
足が課題であ
る。

・未来の担い手
を増やしていく
ために、学校教
育に文化、芸術
教育をもっと取
り入れてほし
い。

・子どもたちの
スポーツ教室や
シニアの健康体
操教室なども充
実しているた
め、皆がスポー
ツできるまちだ
と思う。
・部活を続けた
子どもたちが指
導者になるケー
スも多く、小林
市はいつまでも
スポーツを続け
られる環境だと
思う。

・全国的に強く
盛んなスポーツ
以外は、指導者
として残りづら
い。
・小学校でス
ポーツを続けて
いても、中学校
に進学するとそ
の部活がなく、
続けるのが難し
い場合がある。
外部指導者の確
保が課題であ
る。
・各学校の体育
施設を整備して
ほしい。

・学校給食では
地産地消が見受
けられるため、
学校では食を学
べると思う。
・公民館では地
元の食材を使っ
て、料理教室を
開いている。

・水のおいしさ
などを生かした
食育を農家の方
たちに進めても
らいたい。
・スポーツ面で
は、スポーツ関
係団体や強豪校
の部活に栄養管
理ができる人が
いるとよい。

・水や空気もお
いしく、スポー
ツに対する理解
も深い市だと思
う。
・生まれ育った
まちであるし、
人も温かいた
め、住み続けた
い。

・市の成り立ち
についてもっと
知る機会があれ
ば、もっと住み
続けたくなる。
・子どもたちが
スポーツに取り
組みやすくなる
ような環境を、
親、行政で作っ
ていけたらより
住みよいまちに
なる。
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【くらし】【計画の実現に向けて】グループインタビュー

なぜそう思うのか？
そのようなまちにするために
は、だれが何をどのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまち
にするために
は、だれが何を
どのようにした
らよいか？

なぜそう思うの
か？

そのようなまちにするため
には、だれが何をどのよう
にしたらよいか？

なぜそう思うのか？
そのようなまちにするため
には、だれが何をどのよう
にしたらよいか？

なぜそう思うのか？
そのようなまちにするためには、だれが何をどの
ようにしたらよいか？

小林市消防団

小林市災害ボランティア
コーディネートセンター

ＮＰＯ法人宮崎県防災士
ネットワーク西諸支部

料金収納事務委託職員

一般社団法人宮崎県
建築士会小林支部

小林地区建設業協会

小林地球温暖化
防止活動会

リサイクル品
分別指導員

吉都線に観光列車を
呼ぼう！小林実行委員会

都城人権擁護委員協議会
小林・西諸県部会

有限会社　南海服装

小林市国際化推進
コーディネーター

国際交流員

地域日本語教育
コーディネーター

地域日本語教育
サポーター

南校区
まちづくり協議会

東方校区
まちづくり協議会

「（自ら行動でき、助け合えるなど）災害時にみん
なが助け合える」まちだと思うか？

「（自然環境や湧水など）美し
い自然が残り、いつまでもおい
しい水が飲める」まちだと思う
か？

「（ライフラインや火災・事故、犯罪な
ど）安心して住めるまちである」まちだと
思うか？

「（近所付き合いなど）隣の顔が見え、支え合う」ま
ちだと思うか？

「今後も小林市に住み続けたい」まちだと思うか？

（１）防災力・災害対応力を高め
ます

（２）安心・安全で安定した給水
を確保します

（３）良好な住環境の整備を推進
します

（４）生活基盤を整備します

（５）自然環境・生活環境を保全
します

（６）地域生活交通の確保を図り
ます

（７）市民の人権意識を高めます

（８）国際化・多文化共生を推進
します

（２）市民参画による協働のまち
づくりを推進します

基本
施策

関係団体

・学校でも防災訓練
を行っており、助け
合える関係性があ
る。
・小林市は災害が少
なく、防災意識が市
民にどの程度根付い
ているのか不安であ
る。

・消防団への加入率を上げるた
めには、報酬の増額や幼年消防
団の導入（他の自治体では消防
署が運営）、操法の訓練頻度を
減らすことなどが考えられる。
・より市民参加を促すには、防
災訓練の参加率を上げる必要が
ある。お祭りのようにすれば、
子どもにより興味をもってもら
えると思う。

－ － － － － －
・災害の少なさや人の優し
さがあるため、住み続けた
い。

・より魅力的にするためには、若い世代がとどま
るように、小林市の良さをＳＮＳで発信すること
や就職先の充実、給料の水準を上げることなどが
必要だと考える。また、自治会の加入率を上げて
定着率の上昇につなげることも一手だと思う。そ
のためには、声掛けや不動産会社とのタイアップ
などが必要である。
・区が音頭をとり、お祭りを復活させてほしい。

－ － － － － －

・世代間のつながりが薄く
なっている。
・回覧板や祭りなどが残っ
ている。祭りには若い人が
多く参加し、大いに盛り上
がり、来年もぜひやろうと
なった。

・つながりを深めるには、
まちづくりやむらづくり協
議会の活動が必要だと思
う。特に、若い人に音頭を
取ってもらいたい。
・地域によって結束力に差
がありそう。

・住みたいというか住まざ
るを得ない。
・魅力がたくさんあるから
できればここで住みたい。

・より魅力的な小林市にするには、観光地、宿泊
できる場所、飲食店などが必要だと思う。
・災害時の行政の対応などもしっかりしてほし
い。また、交通の便も悪く、医療体制も不十分で
ある。電話したら来てくれるようなサービスや、
乗り合いバスの運行時間の延長（多少割高でもか
まわないので）を望む。
・買物できるお店が少ないことや農地の放置も問
題だと思う。

－ －

・おいしい水が
飲めるまちだと
思う。
・普段は水道水
を飲んでいる
が、将来を見据
えると、環境面
などから水質の
維持への不安が
ある。
・美しい自然も
豊富にある。

・自然を維持す
るためには、山
の管理者が不足
していることが
課題であり、管
理者の育成が必
要だと感じる。

・ライフライン
に不便を感じる
ことはないが、
公共交通機関が
ほとんどないた
め、老後を考え
ると心配であ
る。
・民放が２局し
かなく、情報の
入りづらさは心
配である。

・公共交通機関を整備して
ほしい。
・テレビ以外の情報媒体
（ネットなど）もあるが、
高齢者にはテレビが一番見
やすいため、もっと情報が
入るようにしてほしい。
・浄水施設の維持管理が必
要である。
・車社会であり、災害時に
主要な道路がふさがれると
パンクしてしまう。渋滞の
緩和のためにも、道路の整
備を進めてほしい。市には
陳情書などで発信してもら
いたい。
・ローカル線を維持する必
要がある。
・救急車の台数が少ない。
・空き家対策が必要であ
る。災害時には屋根が飛ぶ
などのリスクがある。

・高齢化が進み、昔より近
所づきあいは少なくなって
いると思う。高校生が市外
に出て行ってしまうため、
人が少なくなったと感じ
る。
・あいさつをする間柄では
あるが、自治会に入るメ
リットを感じていない。

・若者が市外に出ていくこ
とを防ぐためには、建築業
の立場から考えると、工業
高校が足りないことが課題
であると思う。
・子育て支援のために、補
助金の条件を緩和してほし
い。

・まちの静けさが好きで、
住み続けたいと思う。
・市に不満はないが、積極
的に住み続けたいかと言わ
れると疑問である。
・寄り添いあえる、温かい
人たちが多く、住み続けた
い。

・高齢者を支えることにシフトしていて、若者が
活躍できる場が少ないと思う。移住してきた人が
なじむには、なかなか大変だと思う。
・コンパクトシティを目指すに当たって、都市計
画を見直すべきだと思う。中心市街地に人が集
まってくるようにまちづくりをしてほしい。例え
ば、生徒が少ない学校の統合があげられる。

— — — — － －

・海外から移住してきた人
は、近所づきあいはかなり
あると感じている人が多
い。日常的に助け合ってい
る。
・小林市に長く住んでいる
人は、ある程度距離感を
保った関係性を築いてい
る。賃貸が多く入れ替わり
が激しいので、仲良くなり
づらい。

・小林市に長く住んでいる
人が、どんな方が住んでい
るのかを知るのが難しい。
もう少し情報がほしい。
・地元の祭りが残っている
ため、上手く活用し、老若
男女問わず地域のつながり
を保っていけたらよいと思
う。

・人の優しさや景観の美し
さがある。
・医療体制（産婦人科がな
い・小児科が少ないなど）
や、交通の便にはやや不満
がある。これらの理由から
若い人が移住してこないと
考える。

・病院の増設には力を入れてほしい。
・美しい自然をもっとＰＲできれば、移住者や観
光客が増えると考える。観光客にもっと来てもら
うためには、公共交通の整備も必要だと思う。
・次期総合計画を策定するに当たって、幅広い世
代にヒアリングを行ってほしい。これまでは高齢
の男性の声ばかりが重視される傾向にあったが、
今後移住してもらいたのは、若い女性、子育て世
代及び働き世代である。そのため、特にこれらの
世代の人たちの声を重視し、計画を策定してほし
い。その結果、移住が増えることを目指したい。
・地域の日本語教室には若い外国人が多い。彼ら
は支援をもらう側だけでなくて、与える側として
行事参加や手伝いなどができる。彼らの力を生か
せるような場づくりの整備を進めてほしい。
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